
ゴール 取組目標の達成状況 本年末までの取組目標

・継続実施の検討状況
・朝礼、各種会議打ち合わせ等を活用し運動
を推進する。

・外部講師を招聘して、月1回の講習会を
実施。並びに毎週1回リモートにより勉強
会も展開中。

・勉強会を活用して、新製品を３つ以上開発し
て秋の展示会で披露する。

・新卒女子社員2名現在研修中。
・コロナ禍終息が前提となるが、機械メーカー
主催のアプリ等の研修にも参加させたい。

・最新設備が集結する第4工場をサンプル
としてまず最初に集中配管によるループ
化を実現した。試験的に運用中。

・新しい設備や、現行設備の向上を跨ぐレイア
ウト変更の可能性があるため、今年度の新規
のコンプレッサーループ化の他工場での展開
は無い。

・コロナ禍においての開催・実施は現実
的に年度内は難しく、継続的課題とす
る。

・外国人実習生の採用に関しては、コロナ禍
の終息が前提となるが、そのための受け入れ
態勢の準備と関連するルートとの情報交換に
努める。

・令和2年12月開催の新価値創造展にリ
モート出展。 ・リアル展示会のみならずリモート展にも機会

があれば積極的に参加する。

・最新鋭のCNC5軸研削盤を導入。令和3年
３月より稼働予定。 ・現状の古い設備をリストアップして、順にリプ

レースのための準備を行う。

・第3工場以外空調システム導入済み。併
せて、スポットクーラー全数使用停止。 ・第三工場の空調設備導入予定。

・継続的課題として、全社的にＩＴ化に
取り組んでいる。 ・ＩＴ化を推進することで、ペーパーレス化の実

現を一歩進める。

・継続的課題とする。

・新年度より実施予定。

・現在開発中の新製品は、他業種とのコ
ラボレーションを実現している。

・更に付加価値ある製品作りに他社とのコラボ
レーションを反映させていく。

その他
・SDG'S委員会を設置し、月1度程度の会議を
開催する。

（記載上の注意）

　 １　取組は３～５つの目標に関する取組を記載してください。

 　２　取組のない目標については、行ごと削除してください。

 　３　目標はなるべく定量的に記載してください。

 　４　ゴールとの関連が不明なものは「その他」に記載してください。

 　５　取組目標については、毎年１月に達成状況を報告していただきます。

職　名

氏　名

目標に関連する取組内容

http://matsuoka-cutter.jp

・1990年以前の機械を省力仕様の最新設
備へのリプレースを促進する。

・全工場完全空調システム化を目指す。
現在一人1台のスポットクーラーを廃止す
る。

・社員の家族を招待した工場見学会の開
催。
・外国人雇用の検討。
・BtoC商品（特に女性向け）の開発。

・一部工程のリモート化、IT活用の検
討。

所 在 地

Ｕ　Ｒ　Ｌ

従業員（構成員）数

代表取締役社長

松岡　克彦

〒420-0812

静岡市葵区古庄2－18－46

男性　　57　　　 人　　女性　　　9　　 人　　　計　　66　 人

代表者　職・氏名

・SDGｓ委員会の設置

　株式会社松岡カッター製作所

（本社が届け出る場合はその事業所の数　　　　１　　）

３．製造業業　種

ＳＤＧｓ宣言達成状況報告書
私たちは、宣言書に記載した取組目標の達成状況を次のとおり報告し、

持続可能なまちづくりに向けて、次のとおり取り組むことを宣言します。

〈宣言日・変更日〉令和　　３年　１月　２９　日

事業所・団体等又
は関連事業者等の

名称

・新製品開発は、当社に無い経験やノウ
ハウを持った外部知見を採用し「技術の
モジュール化」を実現して、今まで無
かった付加価値の追加た製品を世に生み
出す。

・事業所近辺のゴミ拾い・草取りを月一
回実施する。

・工具台金製造部門のCNC複合旋盤加工に
1名、PCDダイヤモンド工具研削のCNC放電
5軸研削盤担当に1名配属予定。

昨年末までの取組目標

・朝ごはん運動の実施。

・月一回1時間程度の勉強会の開催
・2021年実施予定の切削工具研削２級技
能士検定への2名以上の受験および１名以
上の合格を目指す。

・事業所敷地内の緑化運動実施。
・ペーパーレス化の推進

・工場内の設備にスタンドアローンで使
用する複数台のコンプレッサーを1台にま
とめ、集中配管の効果で30%消費電力を抑
える。

事業所・団体等又は関連事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

基本と原則に忠実に、ものづくりとサービスを実践することで、顧客と社会の「今」と「未来」を創り、一人ひとりの社員と
その家族の幸福を実現し、維持発展させる。

事業所・団体等又は関連事業者等としてのねらい、特徴的な活動

品質の向上に常に取り組む。そのために工程の改善、人材の育成を日々進め、安定した品質と最適なコストを達成するように
努める。

様式第２号（第６条関係）

http://matsuoka-cutter.jp/

